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デ ン マ
ー ク に お け る 「拡大特別 ニ ーズ教育」

〜 2007年地方分権制度再編前 ま で の特徴 〜

真 　城 　知　己

　 デ ン マ
ー

ク で は、各市が 責任 を持 つ 特別 ニ ーズ教育 に対 して 、 国が責 任 を持 っ て対

応 す る 「拡大特別 ニ ーズ教 育 （vidtgfiende 　 specialundervisning ）」 と呼ばれ る制度が

あ る。こ れ は 国民学校法の 第20条 2 項 を根 拠規定 とする もの で 、そ の 対象が 国際比 較

の 際 に デ ン マ
ー

ク にお ける特 別 ニ
ーズ教 育 を表す資料 となる。デ ン マ ーク は 地 方分権

が進 ん だ国 として知 られ る が、 これ を背景 と し て 拡大特別 ニ ーズ教 育も地域差 が大 き

い こ とが 特徴で あ る 。 本稿 は 、 こ うした拡大特別 ニ ーズ教 育に おける各県 （Amt ） ご

と の 違 い が 大 きい こ とを 1991／92年度 か ら2003／04年度まで に つ い て ま とめ た 資料 を用

い て示 した 。

キ
ー ・ワ

ー
ド ：デ ン マ

ー
ク　 拡大特別 ニ ーズ 教育　統計情報　地 方分権

1　 は じめ に

　 デ ン マ ーク は、地方分権制度が進 ん で い る こ

と で 知 られる 人 口約 540万人 （2005年現在 ） の

国で ある 。 福祉 の 分野で は 、ノ
ー

マ ラ イ ゼ ー
シ

ョ ン の 父 と も 呼 ば れ る バ ン ク
ー

ミ ケ ル セ ン

（Bank −Mikkelsen ，N ．E．1919−1990）を輩出した 国

と して もよ く知 られ て い る 。 こ の ため 同国 に つ

い て は 、 ノ ー
マ ラ イゼ ー

シ ョ ン の 考え方が行 き

渡 り、質の 高 い 福祉が提供 され て い る の はむ ろ

ん 、 学校教 育に 関 して も、 た とえ ば 「分離 され

た 形態」で の 特別教育は少な い と い っ た イメ ー

ジが持たれ る こ ともある よ うで あ る。近年で は 、

デ ン マ
ー

ク の 福祉や 教育の 事情に 関す る 日本か

らの 視 察や研 修旅行が 数多 く企 画 され 、 そ の
一

端 に 簡単に触れ る こ とが で きる よ うにな っ た こ

と も 、 こ う した イメ ージ の 拡大 に影響 して い る

と思わ れ る 。

　 しか し 、 こ れ らの 中に は、意 図的に 障害 を も

つ 生徒が通 常学級で 学ぶ 姿ばか りが 強調 され る

千葉大学教育学部

よ うに見 学先 の 学校選択が なされて い る例 が あ

る など、不正確 な情報の 拡大が 懸念 され る とこ

ろ で もある 。 同国の 制度的特徴を正 確に把握す

る こ とが 今後の 研 究 を進め る上 で 不可欠 とい え

よ う。

　 と りわ け 、 国が 責任 を持 っ て 予算措置等を講

じる 「拡大特 別 ニ ーズ教 育 （vidtgaende 　 spe −

cialundervisning ）cv」 は、デ ン マ ーク に おける

特別 ニ ーズ教 育制 度 を他 国 と比較 する上で 参照

対象 となる枠組 み で ある こ とか ら、こ の 内容 に

つ い て検討す る こ とが必 要 と考え られ る 。 しか

しなが ら 、 日本 で 紹介 され るデ ン マ
ー

ク の 特別

ニ ーズ 教育制 度は 、 OECD の 報告 （20007｝）や 、

Meijer，　C，　J．　W ，（eds ．） （20016＞） な どの 二 次的

文献 に依拠 して い る こ とが多 く、 こ の 結果 「拡

大 、 特別 ニ ーズ 教 育 （以 下 で は 「」 を省略）」

と い うデ ン マ
ー

ク特有 の 表現 は ほ とん ど知 られ

て い な い 。 こ の ほ か に 英語 で 著 され た デ ン マ ー

ク の 特別 ニ ーズ教育に つ い て 記述 された 文献 と

して は 、 European　 Agency 　 for　Development

in　Special　Needs　Education （2003a3），2003b
・D ，
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200ss）） に よ る
一

連の 報告 等が ある が 、い ず れ

の場 合 も他 国 と並 列 して 論 じられ るに留 ま り、

詳細まで は取 り上 げられて い ない 。 デ ン マ
ー

ク

人に よ る英語で の 報告 もあ るが（Egelund ，　N ．，

2000m な ど）、 正確な 情報収集の た め に は デ ン

マ
ー

ク で の 一次 資料を丹念に 検討す る こ とが不

可欠である 。

　 各 地 域 に お け る 取 り組 み に つ い て は 、

Tetler，S．（2000u））に よ る学位請求論文の 中 で

3 つ の 市 に おける取 り組 みが紹介 され て い る も

の や 、Boye，C　og 　Tetler，S．（2003i〕） に よる オ

ー
フ ス （Arhus）で の プ ロ ジ ェ ク トに つ い て 紹

介 した文献が あるが 、 こ れ らは い ずれ も他の 地

域 と の 比較等 を目的と して 論 じられた もの で は

ない ため 、 デ ン マ ーク の 各地域の 特 徴を俯瞰 し

た先行研究 はみ あ た らな い 。

　すで に地方分権制度が 進ん だデ ン マ
ー

クで あ

るが 、 現在 、 さ らに抜本的な 地方分権制度へ の

移行 改革が進 め られて お り、 2007年 に は 「県」

に 相当する Amt 〔2〕 が廃止 され 、 国内 を 5 つ の 行

政 区域 に整理統合 す る と と もに、各市 レ ベ ル で

の い っ そ うの 地 方分権に 向か う流 れ の 中に あ

る 。

　 こ うした状 況の 中で 、 現時点 まで の 各地域 ご

との 「拡大特別 ニ ーズ教 育」の 特徴 を整理 して

お くこ とは 、 今後の 地域 間の 相違 を検討す るた

め の 基礎資料 と して の 価 値 も含め て意義が ある

と考え られ る 。

　そ こ で 本論文 で は 、 デ ン マ ーク の 各県 ご と の

拡大特別 ニ ーズ教育 の 特徴 の 違 い を 、 各県 ご と

の 在籍生徒数の 割 合 、 及 び 対象生徒が 在籍す る

学校や 学級種 の 地域 ご との 特徴に つ い て取 り上

げて 、今後 、 研究課題 と して 取 り組む際の
一

助

と した い と考 えた 。

　資料 は 、 デ ン マ
ー

ク教 育 省発 行 の 統 計 資料

（Undervisningsministeriet，2005）9｝か ら引用 し

た 。 また 、 こ の 資料 の 解 釈の ための 実態 に関す

る 情報収集は 、日本学術振興 会 の 支援 を受けて、

2005年 9 月か ら12月に かけて の 現地調査 に よ っ

て行 っ た  
。

皿　 拡大特別 ニ
ーズ教育の対象生徒 の割合

　デ ン マ ークで は 、 障害を もつ 学齢児に対 して

は 、各市が そ の 責任 で 対応 を用 意す る場合 と、

よ り重 い 障害 を もつ 生 徒 を対象 に 、 国が 特別な

予算を用意 して対応す る場合 とがある 。 前者は 、

フ ォ ル ケ ス コ
ー

レ法 （Folkeskoleiovens，2000）

の 第20条第 1 項の 規定 、 後者 は第 2 項 の 規定に

基づ くもの で あ る 。 デ ン マ
ーク の 教育関係雑誌

等で は、 こ れ らをそ れ ぞ れ §20．1及 び §20．2 と

省略表記す る の が
一
般的で ある。

　そ して 、 国が 責任 を持 つ
、 い わ ゆる §20．2が 、

本論文 で 取 り上げ る 「拡大特 別 ニ ーズ教育」 で

ある 。

　 「拡大特別ニ ーズ教育」は、特別学校や 特別

学級な ど の 、い わ ゆ る分離され た環境 ばか りで

な く、 通 常学級 に在籍す る生 徒 を対象に して い

る場合 もあ る 。 こ れ に 関す る各地域 ご と の 相違

の特徴は 、次節にお い て 取 り上 げるが 、 こ こ で

は まず 「拡大特別 ニ ーズ 教育」の 対象 とな る生

徒の 割合の 推移 に つ い て 取 り上 げる。

　 Table 　 1は 、 1991／92年 度か ら2003／04年度 ま

で の拡大 特別 ニ ーズ 教育の 対象生徒 の 割合 の 推

移 を各県 と クブ ン ハ ウ ン （コ ペ ン ハ ー
ゲ ン：K ¢−

benhavns）及び フ レデ リク ス ベ ア （Frederiks・

berg） の 各特 別市 に つ い て全 国平均 と と もに

一
覧 に し た もの で ある 。

　 こ れ に よれ ば、全 国平均で 1991／92年度か ら

2003／04年度 まで の 間に対象生 徒の 割合が約 0．4

ポ イ ン ト増 加 した こ と と と もに、2003 ／04年度

の 時点 で は 、 県に よっ て 0．96％ （Ribe　 Amt ） か

ら 2．19％ （Bornholms 　Regionskommune ） まで

の 地域差 が あ る こ とが わ か る。

　 こ うした特徴は 、各県の 特 別 ニ ーズ教育に 関

す る方針 に大 き く依拠 して お り、 特 に特別学校

の 設置が 少 ない 地域 にお い て は拡大特別 ニ ーズ

教育の 対象生 徒の 割合 も低 くな る傾 向が ある 。

　 これは 各市 が責任 を持 っ て特別 な教育的 ニ ー

ズ の ある 生徒 へ の 対応 を図 っ て い る と理 解する

こ ともで きるが 、通常学級に在籍 して も、 い わ

ゆ る §20．2 とな る こ とが で きる の で 、拡大 特別

ニ ーズ教育 の 対象 生徒 の 割合 が低 い 地域 を
一

概
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デ ン マ ー
ク に お け る 「拡 大 特別 ニ

ーズ教 育」

Table　1　 デ ン マ
ー

ク の 各Amt ご との 拡大特別 ニ ーズ教育対象 の 割合

K ¢benhavn 　Kommune

Frederiksberg 　Kommune

K の enhavns 　Amt

Frederiskborg 　Amt
Rosk且de　Amt
Vestsjllands　Amt
Storstrのms 　Amt

Bronholms　Regi（，nskommu
Fyns 　Amt

Sのnderjyllands 　Amt

Ribe　Amt

Vejle　Amt

Ringkj¢bing　Amt
Arhus　Amt
Viborg　Am 匸

NordjyUands　Amt

デ ン マ ーク 全体

91／92　92／93　93／94　94／95　95／96　96／97　97／98　98／99　99／00　00／01　01／02　02／03　03／04

1ユ8　　1．21　　1，24

0．82　　0．83　　0．86

1．01　 1．06　　 1．1

0．97　　1．01　　1ユ1

0．95　　　0．9　　LO7

O．81　　　0．9　　0．92

0．92　　　0．9　　1，05
0．95　　1．Ol　　　　 1

0，92　　 099　　0．93

0．8　　　0．8　　0．85

0，98　　 i．04　　ユ．04

0．57　　0．55　　0．61
　 1　　ユ．08　　1．ユ4

0．81　　0．86　　0．89
0．95　　1，08　　1．09

95564532864614381810079108906291L

α

Lr

上

α

α

L
上

α

α

上

α

工

α

1

65842

工

7388753758

2

’0

ユ

9L

　
92

ユ

か

P

ユ

73072

工

110

　

　

0110010111

1．56　　1．65　　1．64　　1．76　　　2．4　　1，76　　2．56
0．98　　1．15　　1．23　　1．32　　1．23　　1．33　　1．55
1ユ9　　1．33　　1．39　　1．37　　1．31　　139　　1．43

1．09　　1．14　　1．25　　L25　　　1．l　　l．32　　1．33
1．34　　　，25　　1．31　　1．28　　1，05　　1．05　　1．12

1．ユ4　　1．22　　1．33　　1．37　　1，42　　1，52　　1．53

ユ．04　　1．ユl　　 l．12　　1．13　　1．15　　1．16　　1．32

12　　　1．27　　1．35　　L48　　093　　1．32　　1．69
1ユ7　　1．27　　1．41　　1．43　　1．63　　　1．7　　1，82
0．99　　1．07　　1．04　　　1．1　　 1．06　　　　1　　1ユ4

0．99　　1，01　　1．08　　1．07　　1．02　　1．工1　　1，07
1．32　　　13　　1，32　　1．61　　1．64　　1．38　　1．36

0，81　　0．89　　0．96　　1．04　　　1．1　　1．04　　1．08

1．5　　 1．56　　1．66　　1．67　　　　1　　0．98　　1，15

1．07　　1，24　　1．36　　1．47　　　　1　　0．97　　1．04

1，23　　1．24　　　1．6　　1．29　　1．09　　　工，l　　l．18

畑

羈

齬

磊

鬻
B

纒

寵

謬
0．93　　0．98　　1．02　　1．04　　1．12　　1ユ9　　1．26　　1．36　　1．38　　1．26　　1．27　　1．38　　L35

（Folkeskolens　vidtgaende 　specialundervisning ユ991／92−2003／04p．13よ り引用）

に イ ン ク ル ージ ョ ン が 進 ん で い る と解釈する こ

と は適切 で は ない 。

　 実際、寄宿 舎 を利用 して他県 に ある特 別学校

に在籍 す る生徒 もい る こ とか ら、 こ うした統 計

情報の 解釈は慎重 に行 うこ とが 必要で あ る 。

　全体 と して 国が責 任 を持 つ 拡大特別 ニ ーズ教

育の 対 象者が 漸増 す る 傾 向が 明 らか と な っ た

が 、こ う した生 徒 は どの よ うな場 に お い て 教 育

を受 けて い る の で あろ うか 。

　生徒の 在籍先 を比 較す る こ とで 、各県 ご と の

拡大特別 ニ ーズ教 育の 展 開の 違 い を端的 に把握

す る こ とが で きる こ とか ら、次 に こ の 点 に つ い

て示す 。

皿　拡大特別ニ ーズ教 育の 対象生徒の 在籍先

　 デ ン マ
ーク に お い て 拡大特別 ニ ーズ教育が提

供 され る場 は 、 特別学校 （specialskole ）、特別

学級
，
（specialklasse ） また は 、セ ン ター ・ク ラ

ス （centerklasse ）、通 常学級 （almindelige

klasse）及 び施設 （opholdsted ／d⇔gninstitution）

の 4 カテ ゴ リーに大別 され る 。

　 特別学級 とセ ン タ
ー ・

ク ラス との 相違 は 、 前

者 が あ く ま で も 当 該 の フ ォ ル ケ ス コ
ー レ

（folkeskole； 公 立義務教育学校 ：6−16歳対象）

の 一学級 と し て の 位置づ けで 規模 も小 さ い の に

対 し、後者 は 、 県 または市 が運営 す る特別 ニ ー

ズ教 育 の セ ン タ
ーとして の 機 能 を担 っ て お り、

比較 的規模の 大 きな フ ォ ル ケ ス コ
ー

レに併置さ

れ る点で ある 。

　 こ こ で は こ れ らの 4 カ テ ゴ リーに関 して 、 拡

大特別ニ ーズ教 育の 対象生徒が 各県 ご とに どの

よ うな割合 で在籍 して い る の か をFig．1〜4 とし

て示 した 。

　Fig．1〜4は 、 各県 ご と に 4 つ の 図の 割合 を合

計 す る と100％ に な る よ うに連 動 して い る 図で

ある 。

　Fig．1〜4か ら、各県ご とに 拡大特別 ニ ーズ教

育の 対 象 と な っ て い る生 徒 が在籍 して い る 場

が、各県ご とに大 き く異 な る特徴 を示 して い る

こ とが わか る 。

　た とえ ば、Fig．1は 、特別学校 に在籍 して い

る拡大特別 ニ ーズ 教育の 対象 生徒 の 割合が示 さ

れ て い るが 、全 国平均 48．8％ に 対 して 、 それ よ

りも多 くの 割合の 生徒 が 特別学校 に在籍 して い

る県 と、 少 ない 県 とがあ るこ とが わか る 。

　 ユ ラ ン 半島南 部の ス ン ナ
ーユ ラ ン （S¢ nder

−

jyllands）県や オ
ー

フ ス （Arhus）県で は、全

国平均を大 き く上 回 っ て 拡大特別 ニ ーズ教育の
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Fig．4　拡大特別 ニ ーズ教育対象生 徒 の 在籍先

　　　 割合 （施設）
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対象生徒の 7割が 特別学校 に在籍 して い る の に

対 して 、
ス トア ス トル ム （Storstr⇔ms ）県で は

特別学校 に在籍 して い る生徒は い な い 。 リーベ

（Ribe）県 もか な り少 ない 割合で あ る こ とが わ

かる 。

　 つ い で 、Fig．2をみ る と 、 拡 大特別 ニ ーズ 教

育の 対象生 徒 の 在籍先 と し て の 特 別学 級や セ ン

タ
ー ・

ク ラ ス の 全 国平均割合 は 36．2％で ある が 、

特 別 学 校 を 設置 し て い な い ス トア ス トル ム 県

は、対象生徒 の 8割近 くが特 別学級 等 に在籍 し

て い る こ とが わか る 。 つ ま り、同県で は特別学

級や セ ン ター ・ク ラ ス が特 別学校 の 代 わ りとな

っ て い る こ とがわ か る 。 リーベ
、 リ ン キ ュ ビ ン

（Ringkj ¢ bing ）、 ノ ア ユ ラ ン （Nordjyllands ）

の 各県 も同様 の 傾 向が ある 。

　
一

方で 、ボーン ホ ル ム 地域 市 （Bornholms ）

や ス ン ナーユ ラ ン 、オ ーフ ス の 各県で は、特別

学級等 に在籍す る生徒 の 割合 が低 い 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 o

　Fig．3は、通常学級 に在籍す る 生徒 の 割合 が

示 され た もの で あるが 、 全 国平均 98 ％に対 し て 、

ボ ー ン ホ ル ム で は 25％ を超 える 値 が示 さ れ て い

る 。
つ ま り、 同島で は 、 拡 大特別 ニ ーズ教 育の

対象の 4 人 に 1人は 通常学級 に在籍 して学習 し

て い る と い うこ とで あ る 。 同島は、島全体が
一
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デ ン マ
ー

ク に お け る 「拡 大 特別 ニ
ーズ 教育」

つ の 地域市 として、県 と市 の 両 方 の 機能 を担 う

特殊な地域 で あ るが 、特別学校が全 島をカ バ ー

して い るた め 、特別学級等に在籍す る生徒 が 少

な く、 通常 学級 に在籍 して い る か特別学校 に在

籍 し て い る の か に 二 分 され て い る 。

　ヴ ァ イ レ （Vejle）、及 び リ ン キ ュ ビ ン の 両県

で は 、 拡大特 別 ニ
ー

ズ 教育 の 対象生 徒 で 通常学

級 に在籍 して い る生徒 は5％未満 で ある 。

　Fig．4か らは 、フ レデ リ ク ス ボ
ー

（Frederiks−

borg） と ス ン ナ
ー

ユ ラ ン 、ス トア ス トル ム 、

ヴ ァ イ レ 、 フ ユ ン （Fyn ）　の 各県 に お い て 、

施 設 に入所 し な が ら拡 大特別 ニ ーズ教育 の 対 象

とな っ て い る生徒 が 1 割 前後 い る こ とが示 され

て い る （全 国平 均5．3％）。

・一一方で ク ブン ハ ウ ン 、

リ
ーベ 、リ ン キ ュ ビ ン等の 県で は、拡大特 別 ニ

ーズ教育の 対象 と な っ て い る生徒の 中で施設に

入所 し て い る もの が少な い 。

　 こ の よ うに 、 対象生 徒の 在籍の 場 の 割合を示

した各図か らは、デ ン マ
ー

クの 拡大特別 ニ ーズ

教育が 地域 に よ っ て 、そ の 提供の 場を大 き く異

にす る特徴 を持 っ て い る こ とが 埋解 で きる の で

ある 。

IV 小　　考

　本稿で は、デ ン マ
ー

ク にお け る拡大 特別 ニ
ー

ズ 教育 の 対象生 徒 の 割合 の 推移 と 、 在籍の 場 を

各県 ご とに整理 した 。 拡大特 別 ニ ーズ教育 を受

ける 生 徒の 7 割 が特別学校 に在 籍 し て い る 県 が

あ る一
方で 、特 別学校 に 在籍 す る生徒が い な い

県が あ っ た り、ス トア ス トル ム や リ
ーベ の よ う

に特別学校を廃止 もし くは 大幅に縮小 し 、 セ ン

タ
ー ・

ク ラ ス 方式 で拡 大特 別 ニ ーズ 教育 を提供

して い る県 もある な ど、 自治体 に よ っ て 大 き く

特徴が 異 な る の が デ ン マ
ー

ク の 拡大特別 ニ ーズ

教 育の 特質な の で あ る。

　 こ れ は冒頭 に もふ れ た よ うに、デ ン マ
ークに

お ける地方分権化が進 ん で い る こ とを背景と し

た もの で あ る 。
つ ま り、各 自治体の 裁量の 幅が

大 きい の で あ る 。

　実は こ うした 地方分権化 に 関 し て は 「何 らか

の 地方機関の 判断 に よ っ て 予算 が配分 され る シ

ス テ ム は、イ ン ク ル
ー

ジ ョ ン の 推進に は大変効

果的で あ る （EADSNE ，2003a3））」 と 、 イ ン ク

ル ー ジ ョ ン を進 め る上 で の 前提 条件で ある との

指摘 が なされ て い る 。

　 こ の こ とを念頭 に お くと き 、 デ ン マ ーク に お

け る拡大特別 ニ ーズ教 育 に 地域差 が 大 き い の

は 、 まさに地方分権制 度が進 ん で い る こ とを直

接 的 な背景に して い る こ とが理解で きる。もち

ろ ん、地 方分権化 が 進む と い うこ と は 、 「地域

格 差 が 非 常 に 大 き くな る と い う問 題 が あ る

（EADSNE ，
2003a3））」 こ とで もあ り、 こ う した

地域 間に よ る 違 い へ の 受容 は 、 制 度面 か ら の 検

討だ けで は理解 す る こ とが で きず 、 文化 的背 景

に位 置づ ける こ とが不可欠で あ る 。

　 さ らに、地方分権化が 進 むデ ン マ
ー

ク にお い

て イ ン ク ル
ー

ジ ョ ン が 十分 に進ん で い るか と い

えば 、Fig．1 〜 4 に 示 さ れ た よ うに 、拡大特別

ニ ーズ教 育を受けて い る生 徒の お よそ半数が分

離 された特別 学校 に在 籍 して い る 事実 か らは、

そ うした 帰結に短絡する こ とは適切 で はな い と

も考 えられる 。

　 もちろ ん 、誤解の ない よ うに補足す れ ば、単

に特別学校に在籍する生徒の 割合が高 い こ とを

も っ て 、デ ン マ ーク に お ける イ ン ク ル ージ ョ ン

の 進晨 に疑 問 を示 し て い るわ けで は な い 。

　 なぜ な らば 、 イ ン ク ル ージ ョ ン の 概念 は 、 単

に障 害を もつ 生徒 と障害 を もたな い 生徒 を一緒

に す る こ と で は な く、 個 々 の 多様性 を包含す る

範 囲 を拡大 す る プ ロ セ ス を表 して い る の で あ

り、分離 され た教育の 割合だ けを尺度 として イ

ン ク ル ージ ョ ン の 進展 の 度合い を と らえる こ と

は適切 で はな い か らで ある 。

　実 際 、 オ
ー

フ ス県で は 分離 され た特別学校で

拡大特別 ニ ーズ教育 を受ける生徒が 7 割近 くに

の ぼ るが 、デ ン マ ーク に お け る通常学校 で の 特

別 ニ ーズ教育 の モ デ ル を提 供 したの も同県で あ

る （こ れ は 「オ
ー

フ ス 方式」 と呼ばれ る）。

　こ うした こ とか らは 、 デ ン マ ーク の 学校教 育

制度にお ける イ ン ク ル ージ ョ ン の 考え方 の 浸透

の 程度を検討す る た め に は、単に教 育統計上 の

「在籍 の 場 」 に つ い て の 情報 だ けで は困 難で あ
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る と い うこ とな の で ある 。

　 した が っ て 、イ ン ク ル ーシ ヴ教育の 展 開 に つ

い て は 、 オ
ー

フ ス 方式 をは じめ と した フ ォ ル ケ

ス コ ー レにお ける拡大特別 ニ ーズ教育の 具体的

かつ 詳細 な検討が 求 め られ る の で ある 。

　デ ン マ ーク に お けるイ ン ク ル ーシ ヴ教育の 展

開を理解 す るた め に は、同国 にお ける 「自己決

定 と自己責任」 に 関す る文化 的特徴 とその 学校

教育に お け る展開や 、 H本の よ うに毎学期 ・毎

学年行 わ れ る よ うな評価 シ ス テ ム の な い 学校教

育制 度の 特徴 等と密接な 関係 がある こ とが推 察

され、こ れ ら の 観点か らの 検討 が 必要 となろ う。

註

（1）「拡大 特別 ニ
ーズ 教 育 （vidtgaende 　specialun −

　dervisning ） は 、英語 で は extended 　 special

　 needs 　education と訳 され て い る もの で 、デ ン マ

　ー
ク特有の 表現で ある 。 特別ニ ーズ教育の 中で 、

　フ ォ ル ケ ス コ ー レ 法 §20．2を規定 と して 国が予算

　措置 の 責任を担 う対応 を意味す る 、

（2）本稿で は、Amt ，　Kommune ，　Regionskommune

　に は、そ れ ぞれ 「県」、 「市」 及 び 「地域 市 」 と

　 の 邦 語を当 て て い る 。ボー ン ホ ル ム の み は、「地

　域 市」 と い う名称 が付 され て い るが 、 こ れ は同

　地域が 一つ の 大 きな島で ある とい う地理的 な理

　巾に よ り、行政組 織 が 「県」 と 「市」 の 双方 の

　機能を兼ねて い る た め で ある 。 邦語の 「地 域市」

　 とい う響 きに は違 和感 もある が 、原語に 忠実に

　あ て た 邦語 で あ る 。 な お 、 ク ブ ン ハ ウ ン 及 び フ

　 レ デ リ ク ス ベ ア に は、同じ名称の 「特別市」が

　あ る 。 こ れ は他 の 市 よ りも人 口規 模 が大 きい た

　め に 、よ り多 くの 権限 が 5・え ら れ て い る 市 の こ

　 とで ある。

（3）デ ン マ
ー

ク教育大学 （Danmarks 　Pardagogisk

　Universitet） に 、客員研究員 （Lektor待遇） と

　 して 滞在 して い た 期 聞 （2005年 10月 〜12月 ） に

　実施 し た 以 下 の 訪問調査 を通 じ て 、資料 の 解釈

　に必要 な情報収集 を行 っ た。a，リーベ 県教育行

　政担 当者との 面接 （10月）、b．ク ブ ン ハ ウ ン 及 び

　 フ レ デ リ ク ス ベ ア に お け る 特別学校 と フ ォ ル ケ

　ス コ ーレ の 訪 問調査 （10月〜12月）、c，県 と市の

　両者 の 機能 を担 っ た特別な行政組織形態を持 つ

　 ボ
ー

ン ホ ル ム 地域 市 で の 調査 （フ ォ ル ケ ス コ
ー

　 レ 、 特別学校、就学前障害児教育施設 、 教育委

員会 の 捌 当者 及 び心 理 相談員へ の 面接 調査 、12

月 、 d 、ク ブ ン ハ ウ ン ・ノ ア シ ェ ラ ン CVU

（K ¢ benhavn ＆ Nordsjeelland　CVU ） の 訪問調査

（10月）、 及び 、 e ．デ ン マ ーク教育大学の教員 ・研

究者 との 協 議 （10月一12月）。 なお 、CVU とは 、

Center　for　Videregaende　Uddannelse （上 級教 育

セ ン タ
ー

：現職教育や教育 に関す る様 々 な研修

等の 企画
・運 営な ど を行う機関） の 略号で あ る 。
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"Extended
 Special Needs  Education  (vidtgaende specialundervisning)

                  
-

 Before  Abelishment  of  Counties  in 2007-

"
 in Denmark

Tomomi  SANAGI

  There is a  kind ofspecial  needs  education  systrm  called  
`Evidtgaende

 speoialundervisning"  (extend-

ed  special  needs  educatien)  that the government takes responsibility  both previding system  and  fund-

ing for special  provision in Denmark, This system  is distinguished from regular  special  needs  educa-

tion runned  by each  city  (Kommune),

  Another key word  in education  system  in Denmark  is "deeentralization".

 Decentsalization makes

1arge difference in extended  special  needs  education  system  from  
"Amt

 (prefecture)" to "Amt7',

 This

article  shows  this kind of  difference in extended  special  needs  education  in Denmark  with  the  statisit-

cal resources  issued dy the education  ministry  from 1991192 to 2003104.

Key  Words: Denrnark, Extended Special Needs Education (vidtgfiende specialundervisning),  Statisti-

          cal  Data, Decentralization
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